
大雨特別警報の改善

防災気象情報の伝え方の改善策と推進すべき取組（３）
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説明の流れ

背景

課題

改善策
①発表基準の見直し
②手遅れ感が伝わる呼びかけを実施
③特別警報の体系を整理

まとめ
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背景 －特別警報の各基準と指標（発表条件）との関係－
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課題

何らかの災害がすでに発生しているという、警戒レベル５相当の
状況に一層適合させるよう、大雨特別警報の発表基準や表現
の改善が必要。

※ 「避難行動判定フロー・避難情報のポイント」（内閣府）より
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改善策① ー発表基準の見直しー
何らかの災害がすでに発生しているという警戒レベル５相当の状況に一
層適合させるよう、災害発生との結びつきが強い「指数」を用いて大雨
特別警報の新たな基準値を設定し、大雨特別警報の精度を改善する
取組を推進。
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改善策② －手遅れ感が伝わる呼びかけー
特別警報を待ってから最善を尽くせば助かるかのような印象を回避するため
に、特別警報を待ってから避難するのでは命に関わる事態になるという「手遅
れ感」が確実に伝わる表現に改善。

〇特別警報未発表市町村への呼びかけ
「特別警報の発表を待ってから避難するので
は手遅れとなります。特別警報の発表を待つ
ことなく、地元市町村からすでに発令されてい
る避難勧告等（警戒レベル４）に直ちに従
い緊急に身の安全を確保してください。」

〇特別警報発表済み市町村への呼びかけ
「災害がすでに発生している可能性が極め
て高く、警戒レベル５に相当する状況です。
もはや命を守るために最善を尽くさなけれ
ばならない状況です。」

※赤字下線部分が改善された点改善後の呼びかけ
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改善策③ －特別警報の体系を整理ー

大雨特別警報のうち、台風等を要因とするもの※を廃止し、何
らかの災害がすでに発生している可能性が極めて高い(警戒レベ
ル5相当の)雨を要因とするものに統一。
伊勢湾台風級の台風が上陸するおそれがある場合には、早い
段階から記者会見等を実施。台風の接近時の暴風や大雨等
による災害に対して極めて厳重な警戒が必要であることを呼びか
ける。 ※台風等の中心気圧や最大風速の発表基準によるもの
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改善策③ －特別警報の体系を整理ー

改
善
案

特別警報予告の
記者会見実施

台風等を要因とする
暴風特別警報
発表

災害がすでに
発生のおそれ

時間の流れ

現
在

】【レベル１】 【レベル２】 【レベル３相当】 【レベル４相当】
警戒レベル（●の地点）

早期注意
情報

大雨・洪水注意報大雨・洪水注意報
危険度分布:黄危険度分布:黄

土砂災害警戒情報・氾濫危険情報
赤赤 うす紫うす紫 濃い紫濃い紫（土砂災害）

大雨・洪水警報

早期注意
情報

大雨・洪水注意報大雨・洪水注意報
危険度分布:黄危険度分布:黄

土砂災害警戒情報・氾濫危険情報
赤赤 うす紫うす紫 濃い紫濃い紫（土砂災害）

台風等を要因とする台風等を要因とする

大雨特別警報

台風要因の大雨特別警報の発表
は行わず、通常の警報とする

大雨災害発生の危険度が高まることもしっかりと解説。大雨災害発生の危険度が高まることもしっかりと解説。
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まとめ

• 災害発生との結びつきが強い「指数」を用いた大雨特別警報の新たな基
準値を設定。

• 大雨特別警報の予告や発表の際、特別警報を待ってから避難するのでは
命に関わる事態になるという「手遅れ感」が確実に伝わる表現に改善。

• 大雨特別警報のうち、台風等を要因とするものを廃止。

課題

改善策

警戒レベル5相当の状況に一層適合した大雨特別警報の運用
を実現します。

• 警戒レベル５相当の状況に一層適合させるよう、
大雨特別警報の発表基準や表現の改善が必要。


